
【発　行】大分県高等学校教職員組合教宣部　大分市大字下郡496-38　大分県教育会館
　　　　  TEL／（097）556-2838　FAX／（097）556-8998　MAIL／ohtwu@view.ocn.ne.jp

【発行者】 大野　真二　　【印　刷】 佐伯印刷（株）　　【売　価】 30円（組合員の購読料は組合費の中に含んで徴収しています）

大分県高教組情報大分県高教組情報
vol. 2219

2020年大分県高教組新春旗開き
2019高教組フェスタ
育児休業復帰支援「カムバックセミナー」
教職員共済から「自動車共済証書」についてのお知らせ

今号の掲載内容（掲載順）

委員長年頭あいさつ（要旨）
　年明け早々に、アメリカ軍がイラン革命防衛隊の司令官を無人攻撃機で爆殺しました。中東情勢が
緊迫化し、戦争の危機が迫っているなどの報道がなされていますが、理由はともあれ、他国政府の指
導者を暗殺するという無法行為が、国際社会の中で大きな批判を受けていないことに、私は大変な危
惧を覚えます。
　世界史の教員として思い起こしたのは、1928年６月に日本軍が中国東北部の軍閥の首領張作霖を爆
殺した、いわゆる「満州某重大事件」です。日本軍は殺害した中国人の死体を現場付近に置き、中国
国民党の仕業であると偽装しました。帝国主義、軍国主義がはびこっていた20世紀初めでも、他国の指導者を謀殺する
ことは憚られることであったのです。21世紀において、国益のため人を暗殺することが許される道理はありません。
　わたしたちは、「教え子を再び戦場に送るな」という諸先輩方の思いを受け、反戦運動・平和教育にとりくんできました。
いままた、緊迫する中東に自衛隊が派遣されようとしています。まさに教え子が戦場となるかもしれない場所に送られよ
うとしています。学校現場の勤務実態の改善など、わたしたちがとりくまねばならない課題が数多くありますが、とりく
みの中心に常に反戦・平和の思いを据え、2020年も高教組運動を進めていくことを確認して、新年のごあいさつとします。

　新しい年を迎え、今年１年の運動を始動するにあたり、多くの来賓の方々、高教組支部・単組・専門部の代表者等の出
席のもと「2020年大分県高教組新春旗開き」を開催しました。大野真二委員長が、これからのとりくみに対する決意を表
すとともに、出席者の方々からも、高教組運動への期待や励ましの声をいただくことで、私たちの運動の果たすべき役割
とその責任をあらためて確認することができた会となりました。

2020年大分県高教組新春旗開き
と　き：１月11日㈯　ところ：教育会館201

ご挨拶をいただいたご来賓の方々

則松佳子日教組副委員長

佐藤義朗県平和運動センター議長

佐藤寛人連合大分会長

滝口元二郎県労福協専務理事

《来賓一覧》
則松　佳子　様（日本教職員組合　中央執行副委員長）
佐藤　寛人　様（日本労働組合総連合会大分県連合会　会長）
佐藤　義朗　様（大分県平和運動センター　議長）
横光　克彦　様（衆議院議員・立憲民主党大分県連合　代表）
安達　　澄　様（参議院議員）
森迫　信夫　様（衆議院議員吉川元大分事務所　所長）
守永　信幸　様（大分県議会議員・社会民主党大分県連合　幹事長）
宗安　勝敏　様（大分県教育会館　理事長）　
岡部　勝也　様（大分県教職員組合　執行委員長）
佐藤　元昭　様（大分県人権教育研究協議会　会長）
滝口元二郎　様（大分県労働者福祉協議会　専務理事）
山本　新彦　様（九州労働金庫大分県本部　本部長）
村田　正利　様（こくみん共済coop大分推進本部　本部長）
橋本　敏雄　様（大分県勤労者医療生活協同組合　専務理事）
山本五十六　様（部落解放同盟大分県連合会　書記長）
白　　一秀　様（在日本朝鮮人総聯合会大分県本部　委員長）
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　今年の高教組フェスタは、各支部、単組、専門部選出の実行委員を中心に企画・運営を行い、５つの体験学習分科会と
交流会を行いました。組合員で集うこと、仲間に会うことが大切だと実感できた１日となりました。

2019 高教組フェスタ
と　き：2019年11月23日　ところ：コンパルホール、カルチアパーク

・８万人以上の動員、ビックリしました。
・戦争の悲惨さについて、改めて気づくことができた。
・�迫力のある映画でした。みんなと共有することができて
良かったです。

・�講師の先生がお手製の教材を準備してくれていました。
とても分かりやすく、その後の作業で、その点に留意し
てとりくめた。教壇に立つ者として、勉強になった。
・�集中してとりくめたので、日々の雑念から解放された時
間でした。

・�楽しい時間を過ごすことができました。コーヒーもおい
しかったです。ありがとうございました。
・久しぶりに集中しました。よかったです。
・�時間を忘れてとりくみました。楽しかったです。手品も
初めて見るものばかりで、びっくりでした。ありがとう
ございました。

・�とっても面白かった。NISAをやってみようと思った。
楽しい話をありがとうございました。
・�とても良い。またききたい。わからないことだらけ・・・・。
・�勉強になりました。物価上昇分で目減りする分は、何か
補いたいと思います。
・�今の給料の使い道をよく考えようと思いました。すぐに
でも無駄なものを減らしたいです。
・�他にも年金や社会保険、税金の話などあれば、来年も参
加してみたいなと思います。

映画「ひろしま」（製作：日教組）の鑑賞と討論
第１分科会：映画「ひろしま」

そば打ち体験を通した、日本の食文化についての学習
第２分科会：そば打ち

文化祭で活躍する工作技術と授業で使える手品の講習
第３分科会：工作・手品

「給料明細」から「プロが教える年金や運用」といったお金の話
第４分科会：お金の話

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

体験学習分科会
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　カルチアパークで行われた交流会は、いつもの高教組とは異なる雰囲気で、本格的なステージ照明・音響の中、３つの
文化発表と実行委員会企画が行われました。今回も組合員だけでなく、臨時・非常勤教職員の方、まだ高教組に加入して
いない教職員の方が発表に参加してくださいました。いつも顔を合わせる仲間だけ
でなく、新しい仲間との出会いがあったフェスタとなりました。
【交流会時の文化発表】
・『平和の詩の朗読』（福田晃一郎さん・日田定）
・『音楽発表』（新生支援）
・『マジックショー』（田北俊郎さん・大分商業）
【参加者の感想】
・とっても楽しくできました。ありがとうございました。
・勉強になりました。ありがとうございました。
・企画など大変工夫されていてよかったです。
・カルチアパークは若い人向けのところだけど楽しく交流できました。
・実行委員のみなさん、お疲れ様でした。来年はもっと参加者を増やしたいですね！

・�生活する上で最も重要になるのがお金のことだと思いま
すが、なかなか専門家に聞く機会がなかったので非常に
有意義な時間となりました。投資の分野に少し興味がわ
いてきたので、参考にさせていただこうと思います。

・�とても楽しかったです。知り合い程度だった人と、とて
も短い時間に深い部分まで理解できて、その人に興味を

教室や職場での集団づくりのためのエンカウンター
第５分科会：エンカウンター

持てました。
・�エンカウンターのエクササイズ体験が楽しかった。学校
で実践して、子どもたちにも楽しんでもらいたいと思った。
・�エンカウンターの大切さは、これまでも感じていました
が、実際に説明して頂ける貴重な機会だった。
・�今の学校で自分がするのは難しいかもしれませんが、機
会があれば職員でしてみたりするととても有効だと思い
ました。少人数でとても和やかな時間でした。ありがと
うございました。

　今年も育児休業復帰支援「カムバックセミナー」が開催され、高教組からも育休中
の組合員３人と女性部から１人の参加がありました。はじめに県教組と合同で保険や
年金制度をはじめとした生活設計に関するセミナーが行われ、今後のライフプランに
ついて考える良い機会となりました。県高分かれてから、窪田書記次長より、制度的
な面でどのようにサポートできるのかの説明と永松博美さん（女性部常任・雄城台分会）
から、様々な体験談を交えての子育ての不安解消や職場でのサポート体制について話
がありました。
　高教組では今後とも、育休中の組合員を含め、これから出産・育休を迎える方々に
対するサポート、また男性に対しての育休取得等の話を含め、子育て世代をバックアップしていきます。
【参加者の感想】

・保険をかけすぎという言葉、身にしみました。考えます。
・�色々とあるのをいかに活用できるか、知るか知らないかでかなり違うと改めて思いました。復帰するときに活用しよ
うと思いました。
・�現場の空気を少し味あわせてもらって、復帰がんばってみようと思いました。人として、大人の会話できるのいいで
すね。

育児休業復帰支援「カムバックセミナー」
とき：2019年11月16日㈰　ところ：大分県教育会館201・202研修室

交　流　会
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